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発表項目      
（行事名）      

 
（公社）日本木材保存協会 第１３回木材保存学術奨励賞受賞について 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
概 要      
 
 
 
 
 
 
 

  平成２８年５月２４日､公益社団法人日本木材保存協会から、同協会総会にお
いて、当場研究職員が第１３回木材保存学術奨励賞を授与されました。 
               記 
１ 受賞者  
   （地独） 北海道立総合研究機構  森林研究本部  林産試験場   
   性能部 保存Ｇ 研究主任 伊佐治 信一 
２ 受賞表彰名 
   第１３回木材保存学術奨励賞  
３ 表彰者 （授与者） 
    （公社）日本木材保存協会   （今村祐嗣会長） 
４ 業績標題 
   塗装木材の凍結融解に対する抵抗性と積雪寒冷地における耐候性予測

方法に関する研究 
５ 表彰年月日及び会場 
  平成２８年５月２４日 
  メルパルク東京（東京都港区） 
６ 受賞歴 
  北海道では、平成２１年度の宮内輝久氏（北海道立林産試験場、現（地独）

北海道立総合研究機構森林研究本部林産試験場）以来２人目 

 
 
 
 
 
 
 
 
参 考      
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【木材保存学術奨励賞 （公社）日本木材保存協会】 
  （公社）日本木材保存協会が、木材劣化・木材保存処理に関する基礎学お

よび木材建築物等の維持管理技術の開発に関する分野等における優れた
学術研究業績に対して授与するもの。原則として毎年1名。 

 
【業績概要】 
１ 野外用塗料の凍結融解に対する抵抗性の有無を屋外暴露試験や凍結融
解試験等を実施して調べ、多くの塗料については、凍結融解に対する抵抗性
を有していること、また、柔軟性の低い塗膜を形成する塗料については凍結融
解作用の影響を受けやすいことを明らかにした。 

２ 積雪寒冷地域で利用される塗装木材の耐候性能を予測するのに適した耐
候性予測試験方法として、従来から行われている光照射と散水の繰り返し処
理に凍結融解処理を組み合わせる方法を提案し、屋外暴露試験との相関性
が向上することを明らかにした。  

  
 これらの成果は、多様な気象環境で利用されることが想定される木材製品の
塗装仕様を検討していくうえで有用な知見となる。 
  （詳細は別紙資料のとおり）  
 

 

 
報道(取材)      
に当たって      
のお願い      

 
木材保存技術のの普及・発展のため、積極的に記事にしていただくようお願いし
ます。 
 

 
他のｸﾗﾌﾞ      
との関係      
 

 
同時配付       
同時レク      
 

 
（場所） 
 
 

 

 
担      当      
（連絡先）      
 

 
（地独）北海道立総合研究機構  森林研究本部  林産試験場  企業支援部   
 普及調整Ｇ 主査（広報）三好秀樹      Tel 0166-75-4233 （内線416 ) 
 

 









受賞者 

研究主任 

伊佐治信一 

授与者 

今村祐嗣会長 


